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香
道
真
傳 

全 
 

関
親
卿
著 

二
巻1

冊 

版
本 

東
北
大
学
附
属
図
書
館 

狩
野
文
庫
蔵 

                   

【凡
例
】 

① 

句
読
点
、
「 

」、
送
り
仮
名
等
は
適
宜
追
記
し
ま
し
た
。 

② 

旧
仮
名
使
い
を
新
仮
名
使
い
に
適
宜
改
め
ま
し
た
。 

③ 

黒
字
の
（ 

）は
、
本
文
内
に
小
文
字
で
記
さ
れ
た
注
記
で
す
。 

④ 

青
字
の
（ 

）は
、
筆
者
の
補
足
で
す
。 

⑤ 

赤
字
は
、
判
読
等
に
曖
昧
な
点
が
あ
る
部
分
で
す
。 
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そ
れ
香
は
火
ど
り
に
た
き
て
、
か
を
り
（香
）こ
と
な
る 

を
も
て
あ
そ
び
、
あ
る
は
、
こ
こ
ろ
を
す
ま
し
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
い
る
た
よ
り
に
も
な
れ
り
。 

ま
た
は
、
二
く
さ
（種
）三
く
さ
た
き
ま
し
て
、
そ
の
な 

を
き
き
あ
ら
そ
う
事
も
あ
り
。
そ
れ
は
、
ち
か
き 

世
よ
り
の
事
な
れ
ど
、
や
や
お
と
ろ
う
る
（衰
）に
は
あ
ら
ね 

ど
、
道
の
い
た
り
を
し
る
人
、
今
は
す
く
な
し
。 
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任
々
斎
（関
親
卿
）こ
れ
を
な
げ
き
、
初
学
の
人
の
た
め 

に
書
を
つ
づ
り
て
二
冊
と
す
。
あ
る
人
「こ
の 

事
の
お
も
む
き
を
し
る
せ
よ
」と
の
も 

と
め
に
し
た
が
い
、
お
ろ
か
な
る
筆
に
ま
か
せ 

ぬ
る
は
、
こ
と
わ
り
き
こ
え
候
は
ず
や
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
書
侍
郎 

資
幹 

 

   

香
道
真
伝
跋 

宋
洪
芻
撰
香
譜
。
蓋
為
楽
曠
者 

言
之
也
。
夫
炷
香
能
令
人
居
間
実
茶 

窓
之
佳
友
而
文
房
之
雅
翫
也
。
聞
之
者 

怡
々
朗
々
唯
知
其
一
美
物
也
。
其
気
清 

爽
通
人
鼻
根
了
々
。
不
客
汚
濁
。
因
有 

似
君
子
者
也
。
然
其
翫
之
也
。
苟
非
其
人
則 

風
流
不
虚
行
也
。
昔
者
宗
信
始
立
香
則
。 

今
亦
親
卿
為
之
真
伝
。
可
謂
能
事
畢
。 
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矣
。
世
之
好
香
者
増
事
於
此
則
当
不 

失
。
其
為
風
流
耳
。 

※ 

巻
末
に
訓
読
案
を
掲
載 

 

安
永
丙
申
冬 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

張
藩 

 

久
暁
台 

     

凡
例 

一 

愚
、
閑
窓
に
よ
り
よ
り
つ
た
な
き
筆
を
と
り
て
、
い
に
し
え 

香
道
に
名
有
る
志
野
、
建
部
先
師
の
遺
篇
を
追
い
て
書
き 

つ
く
る
に
、
遂
に
二
巻
と
な
り
ぬ
。
も
し
く
は
、
他
の
披 

覧
に
漏
る
る
と
も
、
香
道
に
初
心
の
人
に
は
便
り
す
く
な
か
ら 

ん
。
唯
こ
の
道
に
ふ
け
り
、
故
実
を
探
り
給
わ
ん
人
に
は
、
或
い
は 

少
し
き
補
い
と
も
な
ら
ん
物
か
。
こ
の
中
の
こ
と
ば
に
顕
わ
有
る 

秘
あ
り
。
そ
の
秘
し
た
る
事
は
、
伝
を
お
し
む
（惜
）に
は
あ
ら
ざ
れ 

ど
も
、
道
を
お
も
ん
ず
る
が
ゆ
え
な
り
。
愚
、
そ
の
蹟
礫
に 
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翫
って
玉
淵
を
し
ら
ず
。
容
易
に
筆
を
と
る
事 

も
っと
も
恥
ず
べ
き
所
な
り
。
好
子
、
そ
の
非
説
を
正
さ
ば
、
予
が 

大
い
な
る
幸
い
な
ら
ん
。 

一 

こ
の
中
、
米
川
氏
、
蜂
谷
氏
の
伝
を
い
う
。
米
川
常
白
子
は
、 

香
人
皆
知
る
所
な
り
。
蜂
谷
氏
は
、
常
白
の
男
（息
子
）玄
察
の
門
人 

「宗
栄
」と
い
う
人
な
り
。
そ
の
子
「宗
先
」と
二
代
、
香
を
以
て
京 

師
に
賞
せ
ら
る
。
香
道
を
米
川
氏
に
ま
な
ぶ
と
い
え
ど
も
、 

ま
た
別
に
伝
あ
り
。
故
に
、
他
の
「米
川
流
」と
唱
ふ
る
者
と
は 

小
異
あ
り
。
然
る
に
、
「宗
先
」壮
年
に
し
て
没
せ
ら
れ
し
か
ば
、 

   

そ
の
門
人
何
某
、
そ
の
嗣
ぎ
を
取
り
立
て
、
今
に
香
家
と
よ
ぶ
。
予
、
そ
の 

門
に
入
ら
ざ
れ
ば
、
当
時
の
事
を
し
ら
ず
。
予
が
伝
ふ
る
所
は
、 

「宗
栄
」、
「宗
先
」二
代
の
門
人
、
横
田
几
山
、
鈴
木
了
古
二 

老
人
に
聞
け
る
所
な
り
。 

一 

こ
の
中
、
「大
枝
氏
」と
さ
す
は
、
則
ち
浪
華
の
「流
芳
子
」な
り
。 

西
三
条
殿
伝
と
い
う
を
以
て
「御
家
流
」と
唱
ふ
。
こ
の
人 

著
述
の
香
書
、
数
多
世
に
行
わ
る
。
も
っと
も
論
説
多
け
れ 

ば
、
そ
の
言
を
挙
げ
て
取
捨
を
な
す
。
そ
の
中
『秘
伝
書
』を 

改
正
し
、
『付
録
』二
巻
を
あ
ら
わ
せ
り
。
も
っと
も
香
道
の
亀
鑑 
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た
る
物
な
り
。
志
あ
ら
ん
人
は
、
熟
覧
し
給
う
べ
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
        

 
  

  
  

 
 

 
 

 
   

 

任
任
斎
親
卿 

在
判 

        

香
道
真
伝
上
目
録 

香
道
発
端 

志
野
流
香
家
の
伝 

香
道
大
意 

 
 

付 

或
る
ひ
と
の
問
う 

並
び
に
建
部
流
の
事 

十
組
の
習 
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香
道
真
伝
下
目
録 

 

六
国
の
解 

 

陰
陽
の
論 

 

五
味
の
弁 

 

香
の
茶
会
の
事 

 

一
種
聞
き
並
び
に
継
香
の
伝 

     

香
道
真
伝 

上 
 

 
 
        

   

洛
下 

関
親
卿
著 

香
道
発
端 

そ
れ
香
樹
初
め
て
本
朝
に
渡
る
事
は
、
推
古
天
皇
の
御
宇
、 

沈
木
淡
路
島
に
漂
着
す
。
島
人
、
香
木
た
る
事
を
し
ら 

ず
、
拾
い
得
て
竈
に
焼
き
し
に
、
そ
の
煙
、
遠
く
薫
じ 

け
れ
ば
、
島
人
驚
き
、
こ
れ
を
帝
に
献
じ
奉
り
し
よ
り 

伝
わ
れ
り
。
そ
の
後
、
聖
武
皇
帝
の
御
宇
に
、
西
蕃
よ
り 

「黄
熟
香
」を
奉
る
。
帝
、
こ
れ
を
東
大
寺
に
納
め
た
ま
ひ 

代
々
の
宝
と
な
す
。
則
ち
世
に
い
う
「
蘭
奢
待
」
こ
れ
な
り
。
然
れ
ど
も
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唯
こ
れ
を
以
て
仏
像
を
造
り
、
ま
た
は
仏
神
に
焼
き 

供
養
せ
し
の
み
に
て
、
い
ま
だ
弄
び
と
は
、
な
し
給
わ 

ざ
り
し
に
、
延
喜
の
聖
代
に
至
り
て
、
「合
香
」初
め
て 

唐
土
よ
り
来
た
る
。
［今
の
焼
物
こ
れ
な
り
］ 

帝
を
は
じ
め
奉
り
、 

公
卿
諸
司
に
至
る
ま
で
、
風
雅
の
人
、
こ
れ
を
翫
び
家 

々
の
工
夫
を
な
し
、
伝
へ
事
と
な
り
ぬ
。
ま
た
、
そ
の
後
、
寛 

和
年
中
、
花
山
院
の
御
時
、
高
麗
国
よ
り
「石
公
」と
云
う
、 

人
来
た
り
て
香
を
炷
き
翫
ぶ
の
由
、
叡
聞
に
達
し
、
内
裏
へ 

召
さ
れ
、
香
炉
に
火
を
包
み
焼
か
し
め
給
う
に
、
そ
の
薫
り
ほ
の 

   

か
に
し
て
、
「幽
煙
富
士
に
似
た
り
」と
御
感
遊
ば
さ
れ
し
よ
り
、 

大
内
人
の
翫
び
と
は
な
り
ぬ
。
こ
れ
よ
り
附
説
を
な
し
、 

伝
え
ご
と
あ
り
と
な
ん
。
そ
れ
よ
り
後
、
後
鳥
羽
の
院
の 

御
宇
、
名
香
の
品
を
定
め
給
い
け
れ
ば
、
鎌
倉
の
右 

大
将
家
も
、
上
よ
り
香
の
一
巻
を
う
け
得
さ
せ
給 

い
し
と
い
え
り
。
然
れ
ど
も
、
そ
の
伝
委
し
か
ら
ず
。 

室
町
家
創
業
の
頃
に
至
って
、
も
っぱ
ら
賞
翫 

し
給
う
事
に
な
り
ぬ
。
故
に
、
足
利
家
伝
来
の
御 

香
、
三
条
殿
御
家
の
名
香
、
佐
々
木
道
誉
所
持
名 



- 9 - 

 

 

香
目
録
こ
れ
あ
り
。
［
大
枝
氏
「
一
木
に
銘
し
弄
ぶ
は
道
誉
に
初
ま
る
」
と

い
へ
る
は
誤
れ
り
］ 

し
か
は 

あ
れ
ど
、
そ
の
法
、
い
ま
だ
と
と
の
わ
ざ
り
き
。
式
を
立
て
、 

道
に
よ
り
「香
道
」と
名
づ
け
、
専
ら
世
に
行
わ
る
る 

事
は
、
東
山
殿
に
初
ま
る
事
、
明
ら
け
き
も
の
な
り
。 

 

志
野
流
香
家
の
伝 

慈
照
院
義
政
公 

［東
山
殿
と
号
す
。
香
道
を
宗
信
に
命
じ
た
ま
う
。
］  

逍
遥
院
実
隆
公 

［西
三
条
殿
と
称
す
。
香
則
を
宗
信
に
伝
え
た
ま
う
。
］  

志
野
宗
信 

［名
は
三
郎
左
衛
門
宗
信
。
名
乗
り
を
以
て
法
名
と
為
す
。 

義
政
公
の
近
士
な
り
。
主
命
を
蒙
り
香
道
を
創
る
。
］  

志
野
宗
温 

［宗
信
の
男
。
ま
た
三
郎
祐
憲
。
参
雨
斎
と
号
す
。 

香
業
を
父
に
受
く
。
］  

 
 

 
 

志
野
省
巴 

［宗
温
の
男
。
弥
二
郎
信
方
。
不
寒
斎 

と
号
す
。
香
業
を
父
に
受
く
。
］  

志
野
氏
は
、
香
家
の
始
め
な
り
。
然
れ
ど
も
、
義
政
公
、
俄
か
に
こ
れ
に 

命
じ
、
実
隆
公
、
独
り
こ
れ
を
知
ら
し
め
す
に
も
あ
ら
ず
。
ま
た
、 

宗
信
、
一
人
こ
の
道
を
は
じ
む
と
い
う
に
も
あ
ら
ず
。
そ
れ
物
の 

生
ず
る
や
、
大
木
俄
か
に
大
地
よ
り
涌
出
す
る
に
あ
ら
ず
。
二
葉 

よ
り
生
じ
、
枝
葉
次
第
に
茂
り
、
花
菓
を
な
す
が 

ご
と
し
。
道
も
ま
た
然
な
り
。
香
を
弄
ぶ
事
、
上
が
り
し 

代
よ
り
始
ま
り
、
尊
氏
公
、
義
満
公
及
び
義
政
公
治
世 

に
至
り
て
専
ら
盛
ん
な
り
。
然
れ
ど
も
、
そ
の
法
い
ま
だ
と
と 
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の
わ
ざ
り
き
。
故
に
、
義
政
公
、
風
流
雅
士
に
命
じ
、
そ
の 

法
則
を
定
め
し
む
。
相
阿
弥
、
珠
光
、
肖
柏
、
宗
信
の
類
、 

そ
の
道
を
修
し
、
そ
の
法
を
な
せ
り
。
中
に
も
宗
信
、
香
式 

及
び
聞
き
達
々
よ
く
、
香
意
に
通
ず
。
故
に
、
義
政
公
、 

香
の
一
事
を
宗
信
一
人
に
命
じ
給
う
。
時
に
三
条
殿
、 

有
職
に
委
し
く
、
和
歌
の
達
人
に
し
て
、
雅
風
当
世 

に
冠
た
り
。
こ
こ
を
以
て
宗
信
、
私
に
定
め
ず
。
数
輩
に
談 

ぜ
し
上
、
な
お
実
隆
公
へ
う
か
が
い
奉
り
、
考
正
を
請
う
て
、
香 

式
ま
さ
に
備
わ
れ
り
。
故
に
、
後
人
或
い
は
「三
条
家
御
流
」と 

   

称
し
、
ま
た
「相
阿
弥
流
」な
ど
と
唱
ふ
る
と
い
え
ど
も
、
正
し
く 

香
家
と
称
す
べ
き
者
は
宗
信
一
家
な
る
べ
し
。 

或
る
ひ
と
曰
く
、
『香
道
秘
伝
書
』
に
「宗
信
筆
記
」あ
り
。
そ
の 

奥
書
に
云
う
。 

右
の
条
々
口
伝
の
事
、
若
年
の
時
よ
り
数
十
年
、 

三
条
殿
へ
懇
望
致
す
に
依
って
仰
せ
聞
か
せ
ら
る
。
た
と
え
子
孫
た
り
と
も
抑
え 

置
き
候
。
秘
せ
ら
る
べ
し
。
第
一
こ
の
道
、
別
人
相
伝
え
申
す
族
、
努
々
有
る 

ま
じ
く
候
。
そ
の
故
は
、
唐
物
目
聞
き
方
、
以
下
能
阿
弥
、
真 

相
、
珠
光
、
松
本
、
拙
者
に
相
究
ま
る
由
、
聞
し
召
さ
れ
候
え
ど
も
、 
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当
時
は
存
知
の
者
、
数
多
こ
れ
在
る
由
に
候
。
香
の
一
儀
に
於
い
て
は 

別
人
存
知
ざ
る
様
に
あ
り
た
く
思
し
召
さ
る
る
由
、
誠
に
辱
か
た
じ
け

（か
た
じ
け
な
）き
尊
意 

古
今
あ
り
が
た
き
子
細
に
候
。
そ
の
心
得
な
さ
れ
、
こ
の
一
冊 

外
見
有
る
べ
か
ら
ず
候
。
自
然
、
志
深
く
執
心
の
仁
は
、
そ
の
覚
悟
見
届
け
、 

条
数
の
内
抜
き
相
伝
有
る
べ
し
。
無
文
字
の
上
、
憚
り
多
き 

言
葉
の
体
、
旁
以
て
他
見
有
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
頃
、
所
労
の
砌 

存
じ
立
ち
次
第
不
同
に
調
え
置
く
も
の
な
り
。 

 
 

 

文
亀
元
年
九
月
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

宗
信 

  

こ
れ
を
以
て
見
れ
ば
、
三
条
殿
よ
り
香
道
、
宗
信
一
人
に 

  

御
伝
授
な
さ
れ
「別
人
存
ぜ
ざ
る
様
に
あ
り
た
く
思
し
召
す
」と 

の
御
意
を
蒙
り
た
れ
ば
、
実
隆
公
は
、
師
に
て
宗 

信
は
弟
子
な
る
べ
し
。
然
れ
ば
、
香
家
と
称
す
る
は 

三
条
殿
に
て
あ
ら
ず
や
。 

予
答
え
て
云
う
。
先
書
の
文
面
に
よ
り
て
見
れ
ば
し
か
り
。 

然
れ
ど
も
、
予
が
伝
ふ
る
所
、
宗
信
の
言
葉
書
き
に
曰
く
、
「定 

め
の
法
、
評
義
す
べ
き
よ
し
仰
せ
を
蒙
り
、
肖
柏
、
宗 

祇
、
珠
光
な
ど
の
有
職
の
人
と
議
し
、
決
定
の
上
を 

三
条
西
殿
へ
う
か
が
い
、
御
上
へ
申
し
上
げ
、
定
ま
り
た
る
」と 
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云
々
。
［以
上
宗
信
の
文
、
前
後
略
す
］  

 

こ
の
書
に
よ
る
時
は
、
衆
議
談
の
上
、
逍
遥
院
殿
へ
窺 

い
、
相
定
め
た
る
事
明
ら
か
な
り
。
然
れ
ば
、
『
秘
伝
書
』宗
信
の
文
に
云
う
、
所 

の
「香
の
一
義
に
於
い
て
は
別
人
存
知
ざ
る
様
に
あ
り
た
く
思
し
召
さ
る
る 

由
、
誠
に
辱
き
尊
意
」と
あ
る
は
、
東
山
殿
の
尊
意
に
て
有
る 

べ
し
。
こ
れ
に
て
「唐
物
目
聞
き
、
能
阿
弥
、
真
相
、
拙
者
に 

相
究
ま
る
由
聞
し
召
さ
れ
候
へ
ど
も
」の
文
言
聞
こ
え
る
な
り
。 

三
条
殿
、
何
ぞ
唐
物
目
利
き
の
人
数
を
定
め
、
且
つ
香 

道
を
宗
信
一
人
に
命
ぜ
ら
る
べ
き
や
。
宗
信
は
、
東
山 

  

殿
の
小
臣
な
り
。
尊
意
と
書
し
、
仰
せ
を
蒙
る
と
い
う
は
、
み
な 

東
山
殿
の
御
命
な
る
べ
し
。
実
隆
公
も
、
衆
議
決
定
の
上 

窺
ひ
定
む
る
程
の
御
事
な
れ
ば
、
香
道
の
達
人
な
る
は 

申
す
に
お
よ
ば
ず
と
い
え
ど
も
、
貴
門
な
り
。
名
家
な
り
。
こ
の
一
辟
の
技
芸 

を
以
て
、
香
家
と
称
す
る
は
、
還
って
恐
れ
多
か
ら
ん
も
の
か
。 

 
 

 
 

 

香
道
大
意 

香
家
者
流
或
い
は
組
香
を
い
や
し
と
し
て
、
道
に
入
る
の
「み
ち
橋
」 

と
い
い
、
ま
た
組
香
に
よ
せ
て
多
く
聞
き
て
達
を
わ
か
つ
の 

便
り
と
す
る
の
み
。
そ
の
奥
義
は
、
別
に
伝
あ
り
と
い
え
り
。
し
か 
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し
て
そ
の
奥
を
尋
ぬ
れ
ば
、
或
い
は
、
か
ざ
り
方
の
諸
式
を
秘
し
、 

ま
た
炷
合
香
、
連
理
香
、
そ
の
余
、
風
流
様
々
を
語
る
と
い
え
ど
も
、 

そ
の
道
と
す
る
所
を
し
め
す
人
な
し
。
そ
れ
香
の
道
た
る
や
、 

和
歌
に
よ
り
、
禅
教
に
も
と
づ
く
事
明
ら
け
し
。
さ
れ 

ば
、
志
野
宗
信
曰
く
、
「そ
れ
香
は
風
流
を
元
と
し
て
和
歌
の
道 

に
入
る
べ
き
媒
に
む
か
し
よ
り
香
合
わ
せ
と
い
う
事
あ
り
。
［焼
物
合
の 

事
な
り
。
名
香
合
は
宗
信
に
始
ま
る
］ 

さ
れ
ど
も
、
そ
れ
も
心
有
る
人
々
の
事
に
て
、
文

 

に
う
と
き
も
の
の
お
よ
び
が
た
け
れ
ば
、
香
の
銘
に
こ
こ
ろ
を 

よ
せ
さ
せ
、
或
い
は
、
き
き
様
に
品
を
付
け
て
風
流
の
便
り
と
し
、 

  

こ
こ
ろ
を
す
ま
し
、
善
道
に
み
ち
び
か
ん
為
な
り
。
且
つ
、
立
つ
に
も 

居
る
に
も
、
身
も
心
も
清
浄
に
し
て
、
香
の
匂
ひ
の
か
た
ち
な 

く
、
し
か
も
虚
空
に
み
ち
有
る
に
も
あ
ら
ず
、
無
に
も
あ
ら
ず
、 

物
に
と
ど
こ
う
る
事
な
し
と
い
え
ど
も
、
い
か
な
る
少
し
の
隙 

に
も
よ
く
至
る
を
、
道
心
の
工
夫
の
も
と
と
す
。
「こ
の
大
意
を
以
て 

身
を
治
め
こ
こ
ろ
を
正
し
く
す
べ
し
」と
示
さ
れ
た
り
。
こ
れ 

香
道
の
大
意
、
真
伝
端
的
の
所
な
り
。
鎌
倉
家
お
よ
び
室 

町
家
に
至
り
て
、
禅
法
大
い
に
行
わ
れ
、
諸
大
徳
、
壮
ん
に
禅 

宗
を
唱
う
。
宗
信
及
び
茶
人
珠
光
の
徒
、
一
休
和
尚
に 
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参
禅
す
。
こ
れ
に
よ
って
道
に
も
と
づ
く
を
質
と
し
、
三
条 

殿
に
従
って
和
歌
に
よ
る
を
文
と
し
、
し
か
し
て
初
学
和
歌 

に
入
る
の
媒
、
道
に
趣
く
の
途
橋
と
す
。
真
に
こ
の
道
文
質
彬
々 

た
る
も
の
な
り
。
豈
に
君
子
弄
ば
ざ
る
べ
け
ん
や
。 

或
る
ひ
と
問
う
て
曰
ふ
。
香
道
、
禅
法
に
よ
る
と
な
ら
ば
、
他
宗
の 

仏
者
及
び
神
儒
を
学
ぶ
人
、
禅
教
に
信
な
け
れ
ば
、
無
用
の 

事
と
し
て
香
を
弄
ぶ
ま
じ
き
や
否
や
。 

答
え
て
云
う
。
そ
れ
道
の
大
い
な
る
は
三
教
な
り
。
［
本
朝
に
て
は
神
、

仏
、
儒
。
中
華
に
て
は
儒
、
仏
、
道
］ 

和
歌
の 

道
と
し
、
茶
の
道
と
し
、
香
の
道
と
い
う
。
そ
の
淵
源
に
い
た 

  

れ
ば
大
道
に
通
ず
。
故
に
各
々
道
と
な
づ
く
。
志
野
宗 

信
は
禅
者
な
る
に
よ
り
、
み
ち
び
く
に
禅
法
を
以
て 

し
、
建
部
隆
勝
は
神
道
者
た
る
に
よ
って
、
伝
へ
事
の 

奥
旨
を
神
秘
に
頃
す
。
そ
れ
香
の
徳
た
る
や
、
よ
く
け
が 

れ
を
除
き
心
を
し
づ
め
、
心
身
清
浄
に
し
て
鬼
神 

を
感
格
せ
し
む
。
こ
の
香
徳
、
何
れ
の
道
の
介
と
も 

な
ら
ん
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
我
ら
ご
と
き
学
ば
ざ
る
者
は
、
茶 

香
に
よ
り
て
道
を
も
と
め
、
博
学
有
道
の
人
は
、 

道
行
道
の
杖
と
も
な
ら
む
も
の
か
。 
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問
い
て
曰
く
。
志
野
氏
は
、
禅
法
に
よ
り
、
隆
勝
は
、
神
秘
に
こ
れ
す 

と
な
ら
ば
、
志
野
、
建
部
別
流
と
せ
ん
や
。 

答
え
て
云
う
。
隆
勝
は
、
宗
信
の
孫
、
省
巴
の
門
人
な
れ
ば
、
志
野 

流
と
い
う
べ
き
な
れ
ど
、
隆
勝
の
道
に
於
け
る
や
、
或
い
は
穿
ち
、 

或
い
は
苦
し
み
、
し
か
し
て
そ
の
大
意
を
知
り
、
知
って
こ
れ
を
好
み
、 

好
み
て
楽
し
む
人
な
り
。
大
枝
氏
曰
く
、
「隆
勝
が
宗
信
に
お
け 

る
は
、
孔
子
の
後
、
な
お
孟
子
あ
る
が
ご
と
し
」と
。
予
は
い
う
、
「宗 

信
、
隆
勝
と
も
に
香
聖
な
り
」と
。
そ
の
志
を
同
じ
う 

す
と
い
え
ど
も
、
そ
の
道
、
水
波
の
隔
て
あ
り
。
予
は
、
隆
勝
を 

   

以
て
「建
部
流
」の
祖
と
尊
む
。  

ま
た
問
う
。
光
方
は
、
初
め
了
古
斎
に
十
品
の
奥
旨
を
伝 

授
し
、
几
山
老
人
に
閲
し
て
秘
書
を
伝
へ
、
更
に 

嶋
元
子
に
需
め
て
、
「米
川
流
」の
奥
義
を
伝
ふ
と
聞
く
。 

皆
こ
れ
「志
野
流
」な
り
。
然
る
に
、
こ
の
頃
人
あ
り
て
問
は
ば
、
「建
部 

流
」と
答
う
。
そ
の
学
ぶ
所
に
た
が
う
事
は
何
ぞ
や
。 

答
え
て
云
う
。
愚
が
香
学
、
公
の
い
う
所
な
り
。
三
師
に
学
ん
で 

事
た
れ
り
と
い
え
ど
も
、
な
お
諸
家
を
う
か
が
い
秘
冊
を 

さ
ぐ
り
、
宗
信
建
立
の
大
意
を
知
る
。
も
っと
も
志
野
流
中
の 
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志
野
流
な
り
。
予
、
初
め
こ
の
道
に
入
り
し
よ
り
十
年
、
あ
る 

時
は
こ
れ
を
思
う
て
得
た
り
と
し
、
ま
た
或
る
時
は
疑
念
大
い 

に
お
こ
る
。
誠
や
古
語
に
曰
く
、
「こ
れ
を
思
い
こ
れ
を
思
う
て
通 

ぜ
ざ
る
刻
は
鬼
神
通
ず
」と
。
は
か
ら
ず
も
こ
の
頃
、
建
部 

隆
勝
の
手
書
一
巻
を
得
、
往
々
の
疑
惑
一
時
に 

消
じ
、
香
道
の
幽
微
を
悟
る
。
且
つ
、
そ
れ
組
香
は
宗 

信
の
好
む
所
に
あ
ら
ず
。
隆
勝
に
至
って
初
め
て
そ
の 

濫
觴
を
知
り
、
数
多
組
香
を
な
し
て
禁
庭
に
内 

奏
す
。
こ
こ
に
至
って
組
香
大
い
に
全
し
。
常
白
撰 

   

む
所
の
「十
種
香
」も
、
過
半
は
隆
勝
の
作
な
り
。
惜
し
い
か
な
、
先
達 

建
部
氏
の
成
功
を
知
る
人
少
な
き
事
を
。
予
、
道
は
宗
信
を 

尊
む
と
い
え
ど
も
、
志
野
流
と
唱
う
る
者
多
家
あ
り
。
そ
の
流 

混
雑
す
。
且
つ
ま
た
、
伝
へ
事
の
奥
義
に
至
って
は
、
悉
く
隆 

勝
の
手
書
に
よ
る
。
故
に
私
か
に
建
部
氏
を
推
し
尊
び 

て
爾
（こ
れ
）云
う
、
の
み
。 

 
 

 
 

 

十
組
の
習
い 

い
に
し
え
「十
組
香
」と
名
づ
け
し
は
「十
炷
香
」「花
月
香
」「宇
治
山
香
」 

「小
と
り
香
」「郭
公
香
」「小
草
香
」「系
図
香
」「十
炷
焼
合
」「源
平 
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香
」「鳥
合
香
」な
り
。
近
代
、
米
川
常
白
、
十
組
を
改
む
。
「郭
公
香
」「
鳥 

合
香
」を
さ
り
て
「矢
数
香
」「競
馬
香
」
の
二
組
を
入
れ
、
「系
図
香
」
を 

補
う
て
「源
氏
香
」と
し
、
「
源
平
香
」を
改
め
「名
所
香
」と
し
、 

「十
炷
焼
合
」を
変
じ
て
「
連
理
香
」と
な
し
、
こ
れ
を
「十
種
香
」 

と
名
づ
く
。
所
謂
「十
炷
香
」「宇
治
山
香
」「小
鳥
香
」「小
草
香
」「競 

馬
香
」「矢
数
香
」「名
所
香
」「花
月
香
」「源
氏
香
」「連
理
香
」
な
り
。 

右
「十
種
香
」を
撰
じ
て
曰
く
、
「組
香
限
り
な
し
。
こ
の
十
組
に
て
足
る
。 

余
の
組
香
聞
く
べ
か
ら
ず
」と
定
む
。
然
れ
ど
も
、
初
心
の
稽
古
事
、 

閑
な
る
故
に
、
常
白
の
男
玄
察
、
そ
の
弟
子
、
蜂
谷
宗
栄
と
は 

    

か
り
て
、
古
組
香
の
内
よ
り
世
組
を
え
ら
び
、
並
び
に
「盤
組
十
組
」を 

よ
り
、
「外
組
」と
名
づ
け
、
「十
種
香
」と
共
に
「五
十
組
」と
な
し
ぬ
。 

［以
上
、
了
古
斎
伝
に
よ
る
］ 

古
組
は
、
皆
や
ん
ご
と
な
き
か
た
が
た
の
組
み
給
う
事
に
し 

て
、
し
た
じ
た
（下
々
）の
組
み
け
る
は
稀
な
り
。
し
か
も
五
十
組
の
外
、
い
に
し
え
よ
り 

伝
は
れ
る
数
百
組
だ
に
「聞
く
べ
か
ら
ず
」と
い
え
る
に
、
近
代
「新 

組
」を
な
し
、
梓
に
ち
り
ば
め
給
う
か
た
が
た
あ
り
。
そ
の
組
、
珍
ら
か
に 

し
て
、
「古
組
」に
も
ま
さ
り
た
る
や
う
な
れ
ど
、
常
白
、
十
組
に
定
め 

ら
れ
し
を
、
玄
察
、
宗
栄
補
い
て
「五
十
組
」に
な
し
候
だ
に
、 

十
種
に
定
め
し
よ
り
は
お
と
れ
り
。
況
ん
や
新
組
は
、
今
し
も 
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上
々
様
な
ら
ば
し
ら
ず
、
下
々
の
憚
り
も
な
く
組
む
事
に
て
は 

あ
ら
ざ
ら
ん
か
。
好
子
、
「
十
種
香
」の
内
に
も
な
お
十
炷
を
の
み
愛 

し
て
、
幾
組
も
幾
組
も
聞
く
な
り
。
然
れ
ど
も
、
折
に
ふ
れ
て
は
、
珍
し
き 

組
香
も
ま
た
一
興
な
ら
ん
か
。 

十
炷
香
お
よ
び
十
種
の
組
み
様
は
、
洛
下
空
華
庵
主 

人
『く
ら
べ
山
』（暗
部
山
）と
名
づ
け
十
種
香
を
あ
ら
は
し
、
香
道 

具
を
図
解
し
て
書
き
写
し
、
世
に
行
は
る
。
ま
た
浪
花
の
大
枝 

氏
著
述
の
『滝
の
糸
』並
び
に
『十
炷
香
の
記
』等
に
出
で
た
れ
ば
、
こ
こ
に 

記
せ
ず
。
諸
書
に
云
わ
ざ
る
伝
え
ご
と
の
み
、
ま
ま
の
べ
侍
る 

  

も
の
な
り
。 

 

 
 

 
 

十
炷
香 

そ
れ
「十
炷
香
」は
組
香
の
発
端
な
り
。
「無
試
」あ
り
、
「有
試
」あ
り
。
十
種 

香
に
定
め
入
り
し
は
「無
試
」な
り
。
或
い
は
曰
く
、
「無
試
は
志
野
流
、
有
試
は 

相
阿
弥
流
」と
。
こ
の
説
、
非
な
り
。
「有
試
」「無
試
」と
も
に
そ
の
濫 

觴
は
一
つ
な
り
。
秘
説
た
る
故
、
あ
ら
は
し
が
た
し
。 

◯
い
に
し
え
は
、
「十
炷
香
」
を
以
て
「十
種
香
」と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
「
栄
松 

覚
書
」に
曰
く
、
「十
種
香
」の
文
字
、
「種
」と
も
ま
た
「炷
」と
も
書
け
り
。
「
炷
」の 

字
は
後
人
の
了
簡
と
見
ゆ
。
宗
信
の
時
代
、
皆
「種
」の
字
を
書
か 
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れ
た
り
」
と
云
々
。
［
栄
松
尼
は
宗
信
の
女
（
娘
）
に
て
、
主
水
何
某
の
室
な

り
］  

こ
れ
、
い
に
し
え
「
種
」の
字 

を
用
い
し
証
拠
な
り
。
然
れ
ど
も
こ
の
時
「炷
」の
字
、
間
々
行
わ 

る
と
い
え
ど
も
、
栄
松
尼
も
そ
の
ゆ
え
ん
を
知
り
給
わ
ざ
る
と 

見
え
た
り
。
当
時
の
香
人
、
皆
「十
炷
香
」に
「種
」の
字
を
書
け
る 

は
、
古
今
世
俗
の
誤
り
と
思
え
る
は
非
な
り
。
「十
種
香
」を
「炷
」の 

字
に
改
め
ら
れ
し
は
、
故
あ
り
て
隆
勝
、
西
三
条
実
澄
公
を
以
て 

［三
光
院
殿
と
号
す
。
実
隆
公
の
御
孫
］ 

「
十
種
香
」
の
濫
觴
を
内
奏
し
給
い
し
頃
、 

勅
し
て
「炷
」の
字
を
賜
う
。
こ
れ
よ
り
初
め
て
「十
炷
香
」と
よ
ぶ
。 

［但
し
十
炷
の
訓
、
習
い
あ
り
］ 

そ
の
子
細
知
る
人
す
く
な
し
。
そ
の
後
米
川
常
白
、
十
組 

  

を
改
め
ら
れ
し
頃
、
組
香
の
名
を
「十
炷
香
」と
し
、
十
組
の
惣 

名
を
「十
種
香
」と
名
づ
く
。
そ
の
末
流
こ
れ
に
し
た
が
ふ
。 

◯
十
炷
、
皆
聞
き
し
を
「
つ
づ
」
と
い
う
。
こ
れ
十
聞
き
し
賞
と
い
う
人
あ
り
。

非
な
り
。
「つ
づ
」は
十
の
和
訓
と
心
得
給
う
べ
し
。 

◯
十
炷
、
数
度
に
及
ば
ば
、
替
え
名
を
書
く
べ
し
。
「
三
葉
一
花
之
記
」 

「
九
思
一
言
之
記
」
「
十
薫
四
炷
之
記
録
」
な
ど
と
書
く
。
ま
た
「
時
雨
香
」

と
も
書
く
。
こ
れ
は
「
十
」
と
「
時
雨
」
（
じ
う
）
と
こ
え
同
じ
き
を
と
れ
り
。

然
れ
ど
も
世
組
の
内
、
別
に
「時
雨
香
」有
れ
ば
用
捨
あ
る
べ
し
。 

◯
客
と
い
う
事
は
、
三
三
が
九
の
香
は
友
な
り
。
一
炷
は
友
の
香
な
く 
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し
て
一
種
を
加
う
賓
客
な
り
。
仍
って
「客
」と
い
う
。
外
ま
た
、
こ
れ 

に
准
ず
。
［蜂
谷
家
の
伝
か
く
の
ご
と
し
。
然
れ
ど
も
、
予
が
伝
ふ
る
所
、
別
に
伝
あ
り
］ 

  
 

 
 

宇
治
山
香 

 

「宇
治
山
香
」試
み
過
ぎ
て
後
、
本
香
一
種
聞
く
を
習
い
と
す
。
古 

書
に
は
一
種
聞
き
し
後
、
所
望
に
よ
り
て
追
加
な
ど
聞
く 

事
も
あ
り
と
書
か
れ
た
り
。
蜂
谷
宗
先
曰
く
、
「喜
撰
の
歌
一
首 

秀
逸
な
る
故
、
こ
の
香
も
一
種
聞
く
事
を
習
い
と
す
。
追
加
を
聞
き
候 

て
は
、
宇
治
山
香
の
せ
ん
な
し
」と
云
へ
り
。 

古
今
の
序
に
「宇
治
山
の
僧
き
せ
ん
（喜
撰
）は
、
こ
と
葉
か
す
か
に
し
て
、
は
じ 

  

め
お
わ
り
（初
終
）た
し
か
な
ら
ず
。
い
は
ば
秋
の
月
を
み
る
に
、 

あ
か
つ
き
の
雲
に
あ
え
る
が
ご
と
し
。
よ
め
る
う
た 

お
ほ
く
き
こ
え
ね
ば
、
か
れ
こ
れ
を
か
よ
は
し
て 

よ
く
し
ら
ず
」と
あ
り
。 

さ
れ
ば
一
首
秀
逸
か
、
宇
治
山
の
歌
一
首
、
世
に
残
り
て 

賞
せ
ら
る
る
か
し
ら
ず
。
こ
こ
に
も
と
づ
き
て
試
み
香
五
種 

の
内
、
本
香
一
炷
聞
く
も
ま
た
、
「十
種
香
」の
内
の
一
風
情 

な
る
べ
し
。 

  
 

 
 

小
草
香 
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時
の
季
に
よ
り
て
い
ろ
い
ろ
草
の
名
あ
り
と
い
え
ど
も
、 

桔
梗
を
も
と
と
す
「か
な
書
き
」に
て
「き
き
や
う
」と
書
け
る
よ
り 

香
の
名
目
と
し
た
る
な
り
。
本
香
に
よ
り
て
「や
う
き
き
」 

「き
や
き
う
」な
ど
い
ろ
い
ろ
変
体
お
か
し
け
れ
ば
、
風
情
と 

な
れ
り
。
然
れ
ど
も
、
米
川
、
蜂
谷
に
て
は
本
香
も
記
録
も 

「一
、
二
、
三
」に
て
書
き
出
す
な
り
。
時
の
季
の
草
の
名
に
て
聞
か
ん 

と
な
り
。
な
お
時
の
宜
し
き
に
よ
る
べ
し
。 

  
 

 
 

小
鳥
香 

 

 

諸
書
に
出
で
て
詳
ら
か
な
り
。
別
に
伝
な
し
。 

  
 

 
 

競
馬
香 

「赤
方
」を
上
座
と
し
、
「黒
方
」を
下
座
と
す
。
大
枝
氏
曰
く
、 

「本
香
十
二
炷
打
ち
ま
じ
え
、
内
二
炷
残
し
、
焼
き
出
す
事
子 

細
あ
り
」
と
な
り
。
［
こ
れ
加
茂
の
け
い
馬
「
す
ば
し
り
」
と
云
う
、
故
実
あ

り
。
そ
れ
よ
り
か
た
ど
る
と
云
々
］ 

ま
た
、
或
る
説
に
曰
く
、 

「け
い
馬
は
馬
場
を
か
け
抜
け
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
二
間
ば
か
り 

手
前
に
て
留
ま
る
な
り
。
故
に
二
炷
残
す
な
り
。
」予
、
案
ず
る
に
、
こ
れ 

さ
く
説
（鑿
説
）な
ら
ん
か
。
十
二
炷
の
内
二
炷
残
す
も
、
盤
三
組
の 

内
の
一
風
情
な
る
べ
し
。 

盤
の
上
勝
負
の
事
、
諸
家
流
大
同
小
異
あ
り
と
い
え
ど
も 
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諸
書
に
出
で
た
れ
ば
こ
こ
に
記
せ
ざ
る
な
り
。 

  
 

 
 

矢
数
香 

 

試
み
過
ぎ
、
本
香
十
二
炷
残
ら
ず
焼
く
。
こ
れ
一
説
に
矢
数
は
堂
を 

限
り
に
射
通
す
も
の
故
、
残
ら
ず
た
く
と
云
え
り
。
大
枝
氏 

『滝
の
糸
』に
云
う
、
「矢
数
香
の
組
様
、
古
人
の
心
を
用
い
る
事
み
だ 

り
に
見
過
す
べ
か
ら
ず
。
深
き
子
細
あ
り
」と
記
せ
り
。 

［盤
の
う
え
勝
負
の
事
に
付
き
故
実
を
い
う
。
然
れ
ど
も
そ
の
証
、
詳
ら
か
な
ら
ず
。 

そ
の
上
、
流
芳
子
『滝
の
糸
』に
あ
ら
わ
さ
ざ
る
ゆ
え
、
こ
こ
に
も
記
せ
ざ
る
な
り
。 

米
川
、
蜂
谷
、
け
い
馬
香
、
矢
数
香
に
付
き
伝
な
し
。
］  

  
 

 
 

名
所
香 

 

い
に
し
え
の
「源
平
香
」な
り
。
太
平
の
御
代
、
風
雅
な
ら
ざ
る
よ
し 

に
て
、
貴
命
を
蒙
り
、
米
川
氏
「名
所
香
」
と
改
む
。
「吉
野
方
」、 

「龍
田
方
」と
記
す
。
盤
面
、
大
様
「源
平
香
」と
同
じ
。
立
物 

つ
か
い
様
、
流
々
に
て
少
し
宛
か
わ
り
あ
り
。
こ
こ
に
略
す
。 

  
 

 
 

花
月
香 

 

◯
香
六
種 

 

花
ノ
一 

花
ノ
二 

花
ノ
三 

 

各
試
み
一
炷
宛 

 
 

 
 

 
 

 
 

月
ノ
一 

月
ノ
二 

月
ノ
三 

 

本
香
一
炷
宛 

「花
方
」、
「月
が
た
」左
右
に
わ
か
れ
て
記
録
す
。
聞
き
に
応 

じ
て
月
、
花
の
札
を
打
つ
。 
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◯
香
本
の
事
。
古
代
、
月
方
、
花
方
「香
本
二
人
」し
て
炷
き
出 

せ
り
。
然
れ
ど
も
、
事
繁
き
に
よ
り
、
蜂
谷
家
に
は
香
本
一 

人
に
て
勤
む
る
な
り
。
大
枝
氏
に
て
は
、
今
も
香
本
二
人
な
り
。
も
っと
も
「花
月 

香
」を
三
つ
の
組
香
の
そ
の
一
つ
と
し
て
習
い
と
す
と
聞
け
り
。
［
三
つ
の
組 

香
と
は
「
花
月
香
」
「
焼
合
香
」
「
連
理
香
」
と
な
り
］ 

且
つ
ま
た
、
花
月

異
名
の
古
組
香
、
品
々
あ
り
。 

予
が
伝
ふ
る
所
、
習
い
と
す
る
「
花
月
香
」別
に
あ
り
。 

◯
点
の
事
。
一
人
聞
き
な
ら
ば
点
三
つ
、
二
人
聞
き
は
点
二
つ
、
三 

人
以
下
は
点
一
つ
な
り
。 

◯
星
の
事
。
「花
方
」に
て
、
花
の
香
を
月
の
香
と
聞
き
違
え
る 

  

と
き
は
、
星
を
付
く
る
。
聞
き
違
え
一
人
な
れ
ば
星
三
つ
、
二
人
な
れ
ば

星
二
つ
、
三
人
以
上
は
星
一
つ
。
月
方
に
て
も
、
月
の
香
を 

花
の
香
と
聞
き
違
え
る
時
は
、
右
同
断
。
も
っと
も
点
は
賞
な
り
。
星
は 

罰
な
り
。 

◯
記
録
の
事
。
「花
方
」、
「
月
方
」と
別
って
記
す
。
春
は
「花
方
」 

上
座
、
秋
は
「月
方
」上
座
、
夏
、
冬
は
花
月
と
つ
づ
く
に
任 

せ
て
「花
」上
座
と
す
。
認
め
終
って
「花
方 

点
何
十
、
星
何
十
」、 

「月
方 

点
何
十
、
星
何
十
」と
記
し
、
点
の
数
、
星
の
数
に
て 

引
き
落
と
し
、
し
か
し
て
賞
多
き
方
を
「勝
」と
す
。
「持
」に
な
る
と
き 
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は
、
「客
」を
入
れ
追
加
を
聞
く
。 

◯
追
加
の
事
。
花
、
月
の
六
包
、
元
の
ご
と
く
本
香
包
へ
入
れ
、
客
の 

香
一
種
入
れ
ま
じ
え
、
七
炷
の
内
一
炷
焼
き
出
す
。
聞
き
に
応
じ 

て
札
を
打
つ
。 

追
加
点
の
事
。
一
人
聞
き
は
点
七
つ
。
こ
れ
月
花
六
種
に
ウ 

一
炷
炷
き
合
わ
せ
、
七
炷
の
数
な
り
。
二
人
以
下
は
点
三
つ
。
こ
れ
花
方
、
月 

方
一
方
の
香
数
な
り
。
星
の
事
、
点
の
数
に
お
な
じ
。 

  
 

 
 

源
氏
香 

 

◯
香
の
組
み
様
、
き
き
様
、
香
の
図
等
の
事
、
並
び
に
「
正
傍
の
点
」 

  

と
い
う
事
あ
り
て
、
習
い
と
す
。
香
人
皆
知
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
記 

す
に
お
よ
ば
ず
。
但
し
、
「源
氏
香
」は
組
香
第
一
の
風
流
な
り
。 

恵
南
老
人
『く
ら
べ
山
』
に
云
う
。
案
ず
る
に
「源
氏
香
」は
、
も
と 

古
代
の
系
図
よ
り
出
で
て
、
な
お
優
美
な
り
。
図
も
、
巻
頭
の 

「桐
壺
」と
巻
軸
の
「夢
の
浮
橋
」を
の
ぞ
き
、
「雲
隠
」 

を
抜
き
、
し
か
も
「若
菜
」
に
は
上
下
を
出
し
、
自
然
と
し
て 

巻
の
図
に
あ
い
、
闇
（
暗
）に
し
て
彼
の
物
語
の
趣
意
に
か 

の
う
。
実
に
言
語
道
断
（
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
立
派
）
と
云
う
べ
し
。 

こ
の
説
、
「源
氏
香
」
の
優
美
を
ほ
め
た
る
は
よ
し
。
「き
り
つ
ぼ
」 
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「夢
の
浮
橋
」を
の
ぞ
き
、
「
雲
が
く
れ
」を
ぬ
き
、
「若
菜
上
下
」 

を
出
し
た
る
が
、
彼
の
物
語
の
趣
意
に
叶
う
と
は
何
ぞ
や
。
一
帖 

に
て
も
か
け
て
、
闇
に
趣
意
に
叶
う
と
せ
ん
や
。
空
華
庵
主
人 

も
「源
氏
香
」を
全
く
伝
え
ざ
る
人
と
見
え
た
り
。
先
ず
香
の
図
、 

五
筋
を
以
て
五
十
二
に
変
ず
。
故
に
五
十
四
帖
の
二
を
欠
き
た 

り
。
こ
れ
に
よ
って
「桐
壺
」「夢
の
浮
橋
」の
二
帖
を
あ
ま
し
、
別
に 

取
り
用
い
て
伝
へ
ご
と
と
す
。
秘
た
る
が
故
に
こ
こ
に
あ
ら
は
さ
ず
。 

「若
菜
上
下
」は
巻
の
詞
あ
れ
ば
、
香
の
図
に
も
名
付
く
る
事 

勿
論
な
り
。
「雲
が
く
れ
」は
名
あ
り
て
言
葉
な
し
。
『源
氏
湖
月
抄
』
に 

   

「雲
隠
の
説
」一
巻
あ
り
て
云
う
。 

雲
隠
、
巻
の
名
あ
り
て
そ
の
詞
無
し
。
義
、
諸
抄
に
あ
り
。 

巻
の
名
、
匂
兵
部
卿
の
巻
に
「ひ
か
り
か
く
れ
給
い
に
し
」 

と
い
え
る
、
そ
の
心
か
。 

「雲
が
く
れ
」と
は
、
人
の
逝
去
を
い
え
る
事
な
り
。
万
葉
に 

人
の
逝
去
の
か
た
「と
ど
め
え
ぬ
命
に
し
あ
れ
ば
敷 

妙
の
家
よ
り
出
で
て
雲
隠
れ
に
き
（大
伴
坂
上
郎
女

461

）
」「も
も
づ

て
の
（百
伝
ふ
）岩
根
（磐
余(

い
わ
れ)

） 

の
池
に
な
く
鴨
を
け
ふ
の
み
見
て
や
雲
隠
れ
な
ん
（
大
津
皇
子416

）
」
、 

こ
の
外
、
勝
げ
て
斗
ふ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
こ
の
巻
「雲
隠
」
と
い
う
。
名
は 
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源
氏
薨
じ
、
ま
し
ま
し
し
事
の
心
を
も
て
付
く
る
名 

な
り
。
［以
上
『湖
月
抄
』
の
文
。
以
下
略
す
］  

さ
れ
ば
「雲
隠
の
香
包
」と
い
う
事
あ
り
て
習
い
と
す
。
［寸
法
、 

色
、
口
伝
］ 

こ
れ
は
、
こ
れ
廿
五
包
の
内
、
五
包
聞
き
し
、
そ
の
か
ら
包 

を
入
れ
置
く
な
り
。
そ
の
故
は
、
源
氏
薨
御
の
心
を
以
て
、
香
の
な 

き
が
ら
を
納
む
と
て
、
「雲
が
く
れ
の
香
包
」と
名
付
く
る
な
り
。 

さ
れ
ば
五
十
二
帖
は
、
香
の
図
に
こ
と
ご
と
く
そ
の
名
を
出
し
、 

「桐
壺
」「夢
の
浮
は
し
」は
伝
え
ご
と
と
し
、
「雲
隠
」は
名
あ
り 

て
こ
と
葉
な
け
れ
ば
、
香
包
に
義
理
を
加
え
、
彼
と
い
い
、
こ
れ 

   

と
い
い
、
一
帖
も
残
す
所
な
し
。
実
に
風
流
組
香
第
一
な
り
。 

真
に
彼
の
物
が
た
り
の
趣
意
に
叶
い
、
言
語
道
断
と
も
い 

い
つ
べ
し
。
［
源
氏
六
十
帖
と
い
え
ど
も
、
そ
の
巻
は
五
十
四
帖
な
り
。
そ
の

解
、
諸
抄
に
く
わ
し
］ 

  
 

 
 

連
理
香 

い
に
し
え
よ
り
「十
」百
座
に
及
ぶ
と
き
は
こ
れ
を
ゆ
る
す
と
い
へ
り
。
も
っと
も 

初
心
の
聞
き
お
よ
び
が
た
け
れ
ば
な
り
。
諸
家
、
組
香
の
奥
義
と
し
、 

ま
た
、
香
道
第
一
の
伝
授
と
す
。
予
云
う
。
組
香
の
風
流
多
端
な
り
。 

香
道
の
伝
授
な
お
奥
ふ
か
し
。
聞
き
第
一
の
伝
と
も
い
う
べ
き
か
。 

香
家
至
って
秘
す
る
故
、
筆
を
さ
し
置
く
物
な
り
。 
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香
道
真
伝 

上
終 

 

香
道
真
伝 

下     
      

 
 

 
 

 
 

 

洛
下 

関
親
卿 

著 

 

六
国
の
解 

上
古
は
す
べ
て
唯
「沈
香
」と
い
え
り
。
そ
の
種
類
多
き
を 

以
て
、
中
古
、
分
け
て
六
種
と
し
「六
国
」と
よ
ぶ
。
所
謂
伽 

羅
、
羅
国
、
真
南
蛮
、
真
南
賀
、
寸
門
陀
羅
、
佐
曽
羅
な
り
。 

［
香
家
の
私
の
名
に
し
て
天
下
の
通
称
に
は
あ
ら
ず
］ 

各
々
そ
の
国
の
産

樹
と
い
う
に
も
あ
ら
ず
。 

香
家
者
流
、
「六
国
の
達
」
と
号
し
て
芬
芳
を
分
か
つ
の 

序
次
と
す
。
然
れ
ど
も
、
諸
家
の
説
ま
ち
ま
ち
に
し
て
、 

こ
れ
を
解
し
安
か
ら
ず
。
故
に
、
つ
た
な
き
考
へ
を
書
き
、
な
お
口 
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伝
の
一
二
を
あ
ら
わ
す
。
も
し
く
は
六
国
を
尋
ね
給
わ
ん 

人
の
、
こ
れ
よ
り
求
め
給
わ
ば
、
高
き
に
登
る
か
け
橋 

と
も
な
ら
ん
も
の
か
。 

 
 

 
 

伽 

羅 

本
朝
、
香
の
総
名
と
す
。
香
家
に
分
か
って
「伽
羅
」と
よ 

ぶ
も
の
は
、
六
種
の
最
上
た
る
物
な
り
。
然
れ
ど
も
、
濃
く
、 

淡
く
、
浅
く
、
深
き
あ
り
。
一
概
に
心
得
べ
か
ら
ず
。
多
く
は
樹
宜
く
筋
通
り
、 

気
能
く
始
終
を
貫
く
。
い
に
し
え
「東
大
寺
」を
以
て
伽
羅 

の
最
上
と
し
、
諸
銘
こ
れ
よ
り
わ
か
る
。
中
華
に
は 

  

伽
羅
と
号
す
る
も
の
な
し
。
「奇
南
香
」、
「黄
熟
香
」な
ど 

と
称
す
る
も
の
あ
り
。
［
香
品
数
多
あ
り
。
こ
こ
に
略
す
］ 

皆
、
沈
香
の
品
種
な
り
。 

『万
宝
全
書
』に
云
う
、
「松
根
は
伽
羅
に
似
た
り
」と
。
予
、
考
う
る 

に
『翻
訳
名
義
集
』衆
香
の
篇
に
「多
伽
羅
」と
云
う
、
あ
り
。 

［
注
に
云
う
、
「
多
伽
留
、
此
に
は
根
香
と
云
う
、
」
、
大
論
に
曰
く
、
「
多

伽
楼
は
香
樹
な
り
」と
云
々
］ 

本
朝
に
香
樹
を
以
て
「
伽
羅
」 

と
よ
ぶ
は
、
「多
伽
羅
」の
多
の
字
を
略
し
て
い
う
物
な
ら 

ん
。
ま
た
、
「松
根
」と
云
う
、
は
、
「多
伽
羅
」の
翻
し
、
「
根
香
」
に
本
づ
く 

な
る
べ
し
。 

 
 

 
 

羅 

国 
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こ
の
説
、
口
伝
な
ら
で
顕
し
が
た
し
。
上
品
は
伽
羅
に 

似
て
聞
き
分
け
が
た
し
。
火
末
に
羅
国
の
性
を
あ
ら
わ 

す
も
あ
り
。
ま
た
初
聞
き
に
達
知
れ
安
き
も
あ
り
。
聞
き
発
逸 

な
る
物
な
り
。
然
れ
ど
も
、
香
気
う
す
き
も
あ
り
。
木
も
よ
く 

筋
立
ち
、
き
ゃ
ら
に
似
た
る
物
な
り
。 

 
 

 
 

真 

南 

蛮 

む
か
し
南
蛮
国
よ
り
香
樹
渡
る
。
こ
の
香
品
を
真
の
南 

蛮
と
呼
び
し
よ
り
名
と
な
り
、
「真
南
蛮
」と
い
う
。
「鷓 

鴣
斑
」も
同
じ
き
程
の
香
品
な
り
。
そ
の
木
色
、
多
く
は
黒
し
。
ま
た 

  

木
所
に
よ
り
白
き
も
あ
り
。
上
品
は
伽
羅
に
似
た
り
と 

い
え
ど
も
、
そ
の
気
、
重
美
に
し
て
軽
揚
な
ら
ざ
る
な
り
。 

故
に
、
古
書
に
い
う
「真
那
蛮
に
上
品
な
し
」と
。
然 

れ
ど
も
、
「無
し
」と
い
う
べ
か
ら
ず
。
少
な
き
な
り
。
蜂
谷
宗
先
は
、 

「真
那
蛮
は
香
気
あ
ら
じ
と
、
上
古
『中
川
』を
以
て 

蛮
の
正
し
き
と
す
」と
い
へ
り
。
も
っと
も
陰
香
な
り
。 

 
 

 
 

真 

南 

賀 

こ
れ
ま
た
、
秘
名
な
り
。
書
き
記
し
が
た
し
。
上
品
は
初
聞
き
伽
羅 

に
似
た
り
と
い
え
ど
も
、
早
速
「賀
」の
性
を
あ
ら
わ
す
。
古 
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書
に
「
真
南
賀
は
下
品
な
り
」
と
。
ま
た
云
う
、
「
ま
な
か
は
、
す
が
り
早 

し
」と
。
蜂
谷
宗
先
云
う
、
「賀
は
蛮
よ
り
も
香
気
細
や
か
な
り
」と
。 

米
川
一
庵
云
う
、
「真
南
賀
、
下
品
な
り
と
い
う
べ
か
ら
ず
。
「華
橘
」 

な
ど
は
、
上
品
の
伽
羅
に
も
相
な
ら
ぶ
程
の
木
な
り
」と
。 

予
、
正
し
き
「華
橘
」を
き
か
ず
。
先
ず
は
通
称
「真
南
賀
」と 

よ
ぶ
も
の
に
よ
き
香
は
稀
な
り
。 

 
 

 
 

寸 

門 

陀 

羅 

 
 

 
 

佐 

曽 

羅 

右
二
種
は
、
名
香
に
な
し
。
故
に
、
大
枝
氏
曰
く
、
「古
来
寸
門 

 

陀
羅
、
佐
曽
羅
の
説
な
し
。
米
川
氏
の
頃
よ
り
、
こ
の
名
目 

を
み
る
」と
い
え
り
。
こ
の
説
非
な
り
。
古
来
よ
り
両
種
あ
り
し
証
、 

分
明
な
り
。
然
れ
ど
も
、
近
来
そ
の
聞
き
紛
ら
わ
し
き
の
み 

に
あ
ら
ず
、
古
来
、
既
に
異
論
あ
り
。
「臘
梅
」を
以
て
志
野 

家
は
「伽
羅
」と
し
、
中
居
光
房
は
「羅
国
」と
云
う
。
［中
居
光
秀
、 

光
房
兄
弟
は
建
部
隆
勝
の
門
人
な
り
］ 

坂
内
宗
拾
は
こ
れ
を
「
寸
門
陀
羅
」
と
い
う
。 

［
坂
内
氏
も
建
部
氏
の
門
人
な
り
］ 

蜂
谷
家
、
宗
拾
の
説
に
習
う
。
然
れ
ど
も
、 

「臘
梅
」の
外
、
寸
門
陀
羅
に
名
香
な
し
。
中
井
氏
曰
く
、
「佐
曽 

羅
、
寸
門
陀
羅
に
名
香
な
し
。
四
国
の
属
た
り
」と
。 
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こ
の
説
も
大
様
な
れ
ど
、
こ
の
言
に
よ
る
時
は
、
佐
曽
羅
、
寸
門 

陀
羅
と
も
に
稀
な
る
に
は
あ
ら
ず
、
よ
き
香
の
稀
な
る 

ゆ
え
に
名
香
の
撰
に
入
ら
ざ
る
と
見
え
た
り
。
今
も
諸 

家
に
論
ず
る
所
、
各
別
な
り
。
な
お
考
う
べ
し
。 

 

陰
陽
の
論 

伽 

羅 
 

 

羅 

国 
 

 

寸
門
陀
羅 

 
 

陽
な
り 

真
南
蛮 

 
 

真
南
賀 

 
 

佐
曽
羅 

 
 

 

陰
な
り 

予
の
友
某
、
香
に
ふ
け
る
。
曾
て
そ
の
師
に
問
ひ
て
曰
く
、
「香
に
陰
陽 

を
分
か
つ
事
、
そ
の
理
い
か
ん
」
。
そ
の
師
答
え
て
曰
く
、
「我
も
ま
た
、
分
か
つ
所
以 

 

を
し
ら
ず
。
唯
、
古
来
、
牝
牡
を
分
け
て
聞
き
の
便
り
と
す
る 

の
み
。
「香
の
六
国
」と
な
づ
け
、
陰
陽
を
分
け
る
事
、
博
識 

の
人
、
考
う
れ
ど
も
詳
ら
か
な
ら
ず
。
宜
な
る
か
な
。
香
家
者
流
の
聞
き 

を
分
つ
の
序
次
た
り
。
し
い
て
穿
つ
べ
か
ら
ざ
る
も
の 

な
り
」と
。
問
う
人
諾
せ
ず
し
て
曰
く
、
「そ
れ
六
国
を
分
か
つ
事 

聞
き
の
便
り
と
も
い
う
べ
し
。
陰
陽
を
い
う
事
は
、
そ
の
理 

な
く
ん
ば
い
う
べ
か
ら
ず
。
我
思
う
に
、
六
つ
の
達
を
聞
く
に
、 

「伽
羅
」は
、
陽
気
に
し
て
そ
の
聞
き
発
達
温
潤
に
し
て 

煙
気
和
す
。
こ
れ
春
と
い
う
べ
き
物
な
り
。
「羅
国
」は
、
香
気 
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伽
羅
よ
り
も
盛
ん
に
し
て
烈
し
き
聞
き
あ
り
。
こ
れ
夏
に 

法
る
べ
し
。
「真
南
蛮
」は
、
芬
芳
長
大
な
る
あ
り
と
い
え
ど
も 

軽
揚
な
ら
ず
、
秋
（愁
）殺
の
気
を
帯
ぶ
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
秋 

な
る
べ
し
。
「真
南
賀
」は
、
蛮
よ
り
も
し
ず
か
に
し
て 

冬
蔵
す
の
聞
き
あ
り
。
「寸
門
陀
羅
」、
「佐
曽
羅
」聞
き
得
ず
と 

い
え
ど
も
、
こ
れ
ま
た
、
春
秋
に
配
す
べ
し
。
斯
く
の
ご
と
く
分
か
つ 

時
は
如
何
」。
そ
の
師
、
拍
手
し
て
曰
く
、
「陰
陽
の
論
、
古
来 

聞
か
ざ
る
所
に
し
て
、
明
訣
な
る
事
、
暗
夜
に
灯
し
火
を
得 

た
る
が
ご
と
し
。
誠
に
公
の
発
明
な
り
」と
て
甚
だ 

   

賛
美
す
。
後
、
友
人
、
予
に
問
答
の
始
終
を
告
げ
て
可
否 

を
問
う
。
予
、
答
え
て
云
う
、
「
こ
れ
な
る
と
き
は
こ
れ
、
未
だ
真
実
な
ら

ず
」。
問
う
、
「如
何
に
か
こ
れ
真 

実
な
る
」
。
答
え
て
云
う
、
「
そ
れ
天
地
開
け
て
陰
陽
分
か
ち
、
陰
陽
わ
か
れ
て 

四
時
（季
）行
は
る
。
そ
の
陰
陽
は
本
に
し
て
、
四
時
は
末
な
り
。
然
る
に 

公
の
発
明
す
る
所
は
、
香
の
芬
芳
を
四
時
に
わ
か
ち
、
し
か 

し
て
陰
陽
有
る
事
を
知
る
。
こ
れ
そ
の
末
を
知
って
本
を 

察
す
る
物
な
り
。
既
に
中
華
に
も
牝
牡
を
云
え
る
事 

あ
り
。
奇
南
香
を
陽
と
し
、
沈
香
を
陰
と
し
、
し
か
し
て 

陰
陽
の
体
用
を
云
う
。
こ
こ
を
以
て
見
る
時
は
、
本
朝
香 
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道
始
り
て
、
聞
き
に
六
つ
の
品
を
定
め
し
も
、
陰
陽
を
知
り 

て
、
し
か
し
て
後
分
け
る
物
な
り
。
陰
陽
は
事
の
始
め
な
り
。 

好
士
、
牝
牡
を
自
得
す
る
時
は
、
百
支
百
木
わ
か
つ
に
難 

き
事
な
し
。
こ
れ
香
家
秘
す
る
所
な
れ
ど
も
、
そ
の
実 

を
告
ぐ
る
物
な
り
。 

 

五
味
の
弁 

「伽
羅
」、
「羅
国
」に
は
、
辛
く
、
甘
く
、
苦
き
味
多
く
、
「真
南
蛮
」、 

「真
南
賀
」に
は
甘
く
、
酸
く
、
鹹
き
類
多
し
。
大
様
下
品
に
、 

か
ら
き
は
ま
れ
な
り
。
酸
く
、
鹹
き
香
に
上
品
は
少
な
し
。
然
れ
ど
も
、 

  

一
概
に
は
云
い
が
た
し
。 

○
香
家
宗
匠
、
香
に
「五
味
」と
い
う
事
あ
り
て
習 

い
と
す
。
こ
れ
は
こ
れ
、
「六
つ
の
達
」を
わ
か
ち
し
上
を
ま
た
、
分
か 

つ
の
便
り
な
り
。
六
国
の
内
、
「伽
羅
」と
名
付
け
し
一
種 

に
も
数
品
あ
り
。
こ
れ
を
わ
か
つ
に
は
、
時
代
の
新
古
、
香 

の
善
悪
、
五
味
の
聞
き
な
り
。
そ
の
聞
き
に
、
或
い
は
甘
、
辛
、
苦
、
酸
、 

鹹
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
一
味
ば
か
り
の
聞
き
は
、
甚
だ
稀
な
る
物
な
り
。 

或
い
は
苦
く
し
て
辛
み
を
か
ね
、
ま
た
甘
く
し
て
酸
き
も
あ
り
。 

二
味
を
兼
ね
、
三
味
を
か
ぬ
と
い
え
ど
も
、
甘
き
方
多 
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け
れ
ば
「甘
」と
し
、
苦
き
聞
き
大
な
れ
ば
「苦
」と
す
。
蜂
谷 

家
、
一
味
香
と
い
う
物
あ
り
て
伝
と
す
。
そ
の
外
、
宗 

匠
「五
味
の
聞
き
本
」と
い
う
物
あ
り
。
予
、
折
に
ふ
れ
聞
く 

事
も
あ
り
し
か
ど
、
そ
の
一
味
の
聞
き
、
そ
の
伝
と
相
違 

す
る
様
に
覚
え
た
り
。
五
味
の
聞
き
、
以
心
伝
心
に
し
て
口 

に
言
わ
れ
ず
。
香
に
よ
り
て
も
、
甘
き
聞
き
本
、
甘
く
な
き
と 

思
え
ば
よ
し
な
し
。
さ
す
れ
ば
、
五
味
の
聞
き
あ
り
と
い
う
事 

を
知
り
て
、
自
身
自
得
す
べ
し
。
上
古
、
加
（斯
）様
の
事
に
よ 

り
て
参
禅
す
べ
き
た
め
設
け
た
る
な
り
。
よ
く
よ
く
御
工 

   

夫
有
る
べ
き
事
な
り
。 

 

或
る
ひ
と
問
ひ
て
曰
く
、
「中
華
、
香
に
五
味
を
い
う
事
は
舌
に 

味
わ
う
事
な
り
。
国
朝
に
も
、
薬
店
な
ど
は
、
舌
に
味
わ
う
て
、
そ
の 

善
悪
を
し
れ
り
。
聞
き
の
五
味
と
、
一
般
な
り
や
否
や
」。 

答
え
て
云
う
、
「中
華
、
香
を
論
ず
る
事
数
々
な
り
。
味
を
云
う 

事
は
、
舌
に
味
わ
う
事
な
り
。
ま
た
「こ
れ
を
焼
け
ば
、
そ
の
味
わ
い 

酸
し
」な
ど
と
書
け
る
も
あ
れ
ば
、
聞
き
の
五
味
ど
も
見
え
た
り
。 

事
繁
き
故
、
こ
こ
に
論
ぜ
ず
。
な
お
考
う
べ
し
」。
予
、
香 

を
聞
き
、
ま
た
舌
に
味
わ
い
、
或
い
は
木
色
を
見
る
に
、
聞
き
の
よ 
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き
は
、
舌
に
味
わ
い
て
も
、
ま
た
木
を
見
て
も
能
き
な
り
。 

宜
な
る
か
な
、
『秘
伝
書
』
に
も
、
「香
を
聞
き
て
知
れ
が
た
き
は
、 

木
色
を
見
て
そ
の
善
悪
を
知
る
」と
い
へ
り
。
唯
、
香 

に
ふ
け
る
人
は
、
様
々
に
修
行
し
て
、
そ
の
可
否
を 

知
り
給
う
べ
し
。
書
き
伝
え
、
言
い
伝
え
、
耳
を
聳
つ
れ
ば 

千
里
万
里
と
な
る
。
兎
に
も
角
に
も
、
禅
法
に
よ 

る
と
は
、
牽
強
の
説
に
あ
ら
ず
。
工
夫
提
撕
す
べ
き 

事
な
り
。 

 

香
の
茶
湯
の
事 

 

香
の
茶
と
い
へ
る
事
あ
り
。
香
人
は
、
こ
れ
を
秘
し
て
香 

家
の
事
と
し
、
茶
人
は
、
無
用
の
事
と
す
。
故
に
、
秘 

事
な
る
の
み
に
し
て
行
わ
れ
ず
。
い
に
し
え
の
香
人
は
、
皆 

こ
れ
茶
人
な
り
。
茶
人
、
こ
れ
香
人
な
り
。
茶
会
に
、
興
に
乗 

じ
、
香
を
出
せ
る
を
「香
の
茶
」と
名
付
く
。
既
に
千
利
休
、 

雪
の
あ
し
た
、
み
の
笠
し
て
藪
内
紹
智
の
宅
に 

お
と
ず
れ
ら
れ
し
に
、
す
ぐ
に
待
合
に
通
し
、
し
ば
ら 

く
し
て
迎
い
に
出
で
ら
れ
た
り
。
利
休
こ
れ
に
対
し
、
小
炉 

を
袖
に
し
、
香
を
炷
き
、
亭
主
へ
出
さ
れ
た
り
し
に
、
紹 

   



- 36 - 

 

 

 

智
う
け
持
ち
、
ま
た
、
小
炉
を
袖
よ
り
出
し
、
休
翁
へ
参
ら 

せ
ら
れ
け
れ
ば
、
利
休
、
そ
の
心
懸
け
ふ
か
き
事
を
感
じ
、
甚
だ 

興
ぜ
ら
れ
た
り
と
な
り
。
ま
た
或
る
時
、
利
休
、
細
川
三
斎
公
と 

共
に
、
津
田
宗
及
方
へ
茶
湯
の
約
束
あ
り
し
に
、
前
宵 

よ
り
雪
降
り
、
飛
び
石
も
う
づ
む
（埋
）ば
か
り
な
り
。
利
休
、
三
斎
公
へ 

申
さ
れ
候
は
、
「か
や
う
の
時
は
早
々
参
る
も
の
に
て
候
」と
て 

夜
込
み
に
伴
い
参
ら
る
。
宗
及
も
用
意
あ
り
。
露
地
の 

扉
明
け
か
け
て
灯
籠
の
火
影
幽
か
に
見
え
申
す
。
露
地
入
り
あ
り
、 

案
内
と
ひ
と
し
く
迎
え
に
出
で
ら
れ
、
茶
席
へ
請
じ
、
床
に 

   

「不
破
の
香
炉
」を
か
ざ
り
、
「
雪
中
に
て
、
別
し
て
寒
じ
申
し
候
。
香 

炉
を
御
お
ろ
し
、
手
を
御
あ
た
た
め
候
へ
」と
な
り
。
利
休
、
挨
拶 

し
て
香
炉
を
お
ろ
し
、
香
を
聞
き
、
三
斎
公
へ
ま
わ
し
、
さ
て 

香
の
銘
を
尋
ね
申
さ
れ
候
え
ば
「月
」に
て
候
と
な
り
。
利
休 

も
巾
着
よ
り
香
を
出
し
、
つ
が
れ
（継
）候
。
こ
の
雪
中
の
作
意
、 

「宗
及
一
生
の
出
来
茶
湯
た
る
べ
し
」と
利
休
、
毎
度 

賞
美
せ
ら
れ
候
。
細
川
候
、
利
休
へ
、
こ
の
茶
の
湯
少
し
も 

瑕
は
な
き
か
と
御
尋
ね
候
え
ば
、
休
、
「難
を
申
さ
ば
、
香
に
『月
』を 

炷
か
れ
候
事
、
『月
』『雪
』
の
縁
、
少
し
風
情
過
ぎ
た
る
に
や
」と
申 
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さ
れ
た
り
。
ま
た
『指
月
集
』
に
曰
く
、
「古
来
、
香
炉
の
茶
湯
と
云
う
、 

あ
り
。
そ
の
故
実
知
る
人
稀
な
り
。
先
年
、
三
斎
公
に
宗
易
よ
り 

の
真
伝
あ
り
し
を
、
三
宅
亡
羊
、
香
道
の
達
人
た
る
に 

よ
り
、
斎
公
よ
り
亡
羊
へ
御
伝
授
あ
り
。
そ
の
後
、
亡
羊 

よ
り
藤
村
庸
軒
へ
伝
え
、
「
田
子
浦
」と
云
う
香
炉
を
与
え 

て
印
証
と
す
」と
云
々
。
古
人
宗
匠
達
、
香
道
に
心
懸
け
深 

き
事
か
く
の
ご
と
し
。
然
る
に
、
当
世
の
茶
人
、
香
道
は 

別
の
事
と
心
得
給
う
は
、
不
心
得
と
や
い
は
ん
。
こ
こ
に
そ
の 

趣
を
あ
ら
は
さ
ん
と
思
え
ど
も
、
秘
事
な
る
が
故
に
暫
く 

   

筆
を
さ
し
お
く
物
な
り
。 

 

一
種
聞
き
並
び
に
継
香
の
伝 

「一
種
聞
き
」と
い
う
は
、
或
い
は
「雪
の
あ
し
た
」、
「月
の
夕
影
」
折
に
ふ 

れ
て
名
香
を
聞
く
を
い
う
。
ま
た
同
志
の
友
あ
り
て
、
こ
れ 

に
対
し
、
次
第
に
炷
く
を
「
継
香
」と
い
う
。
平
生
、
床
、
ち
が 

い
棚
等
に
か
ざ
り
候
も
、
組
香
会
催
さ
る
る
時
は
、
組
香 

の
具
か
ざ
ら
ず
、
一
種
聞
き
の
か
ざ
り
よ
ろ
し
。
そ
の
か
ざ
り
か
た 

多
端
な
れ
ど
、
そ
の
一
、
二
を
挙
ぐ
。 
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方
盆 

［
図
］ 

 

香
炉
真
中
に
置
く
。 

 
 

［但
し
か
き
上
げ
灰
］  

  

右
の
方 

 

香
箸
飾
る 

    

長
盆 

［
図
］ 

 

大
香
袋 

［内
に
香
、
銀
葉
入
る
］  

 

火
道
具
立 

［灰
押
、
香
箸
］  

 

香
炉 

 

但
し
香
箸
、
木
に
あ
ら
ず
。
南
蛮
、
高
麗
物
さ
は
り
（佐
波
理
）
等 

よ
し
。  
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志
野
卓 飾

り 

 

す
べ
て
卓
に
か
ざ
り
候
時
は
、
香
炉
持
ち
出
し
飾
り
候
。
道
具 

お
ろ
し
、
卓
そ
の
ま
ま
に
置
く
。 

      

先
ず
、
一
炷
来
客
に
き
け
ん
と
欲
す
る
時
は
、
盆
に
か
ざ 

り
あ
れ
ば
盆
と
も
に
お
ろ
し
、
火
取
香
炉
に
火
を
取
り
持
ち 

出
で
て
、
聞
香
炉
に
火
を
う
つ
し
、
か
ざ
り
付
け
候
。
具
に
て
灰
を 

調
（と
と
の
）え
、
香
袋
、
香
合
等
の
内
よ
り
銀
葉
取
り
出
し
、
香 

箸
に
て
香
を
置
き
、
客
へ
出
す
。
客
、
次
へ
一
礼
し
聞
き
、 

次
第
に
廻
す
。
多
人
数
な
ら
ば
一
遍
、
少
な
け
れ
ば
二
遍
。 

も
っと
も
香
に
よ
り
、
ま
た
は
、
客
よ
り
乞
わ
れ
候
わ
ば
、
数
篇
も
廻
す 

べ
し
。
さ
て
、
亭
主
へ
香
炉
帰
り
候
時
、
亭
主
と
く
と
聞
き
、 

香
を
あ
げ
ず
そ
の
ま
ま
置
き
、
衆
中
へ
所
望
す
べ
し
。 
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連
衆
の
内
、
継
が
ん
と
欲
す
る
人
、
「今
一
応
御
き
か
せ
下 

さ
れ
候
え
」と
挨
拶
し
、
香
炉
を
請
い
、
す
が
り
を
聞
く
。
さ
て
「
麁
香 

に
て
候
え
ど
も
一
種
つ
ぎ
申
す
べ
き
」
と
い
い
、
「
御
か
え
し
申
し
請
け
た
き
」 

な
ど
と
挨
拶
し
、
は
な
紙
を
折
り
、
返
し
を
入
れ
、
し
か
し
て 

継
ぎ
出
す
。
連
座
次
第
に
斯
く
の
ご
と
し
。
但
し
、
初
心
は
先 

へ
継
ぎ
、
功
者
は
跡
に
の
こ
る
事
、
定
法
な
れ
ど
も
、
時
宜
に 

よ
る
べ
し
。
も
っと
も
、
継
香
の
訳
も
弁
（わ
き
ま
）え
ざ
る
初
心
の
人
は
、
香
炉 

を
請
わ
ず
、
亭
主
へ
香
の
戻
り
し
時
、
「一
種
御
焼
き
下
さ 

る
べ
し
」と
い
う
て
、
香
袋
と
も
に
亭
主
へ
出
す
べ
し
。 

   

恥
辱
に
は
非
ず
。
還
って
風
情
よ
ろ
し
。 

○
凡
そ
継
香
の
事
は
、
香
人
嗜
む
べ
き
第
一
の
事
な
り
。
最
初 

焼
き
出
す
香
は
、
連
歌
、
俳
諧
の
発
句
の
ご
と
し
。
そ
の
席 

に
よ
り
風
情
様
々
な
り
。
大
様
、
そ
の
時
の
季
の
香
名
を 

焼
き
出
す
。
或
い
は
「青
柳
」
と
た
か
れ
候
わ
ば
「春
雨
」と
つ
ぎ
、
「下 

露
」に
「し
ら
菊
」、
「雲
井
」に
「在
（有
）明
」な
ど
と
継
ぎ
合
わ
す 

べ
し
と
な
り
。
月
に
「在
明
」、
「八
橋
」に
「杜
若
」、
「梅
が
え
」
に
「鶯
」 

な
ど
よ
ろ
し
か
ら
ず
候
。
凡
そ
連
歌
の
付
け
合
わ
せ
の
ご
と
く
と 

い
え
ど
も
、
そ
れ
は
ひ
ろ
し
。
こ
れ
は
、
唯
そ
の
銘
に
よ
り
継
ぎ 
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合

わ
す
と
な
れ
ば
、
五

種

所

持

の
時

は
、
五

名

に
か
ぎ
り
、 

十
種
所
持
な
れ
ば
十
の
名
に
限
る
。
い
か
ん
ぞ
（如
何
）さ
り
（然
）き 

ら
い
（嫌
）を
な
し
法
を
か
ぎ
ら
ん
や
。
し
か
れ
ど
も
、
猥
り
な
れ
ば 

興
う
す
し
。
心
を
用
い
る
事
第
一
な
り
。
且
つ
ま
た
、
一
名
に
春
あ
り 

秋
あ
り
。
た
と
え
ば
「は
つ
音
」と
い
う
香
は
、
中
古
の
名
香
、 

世
の
知
る
所
な
り
。
引
歌
「
聞
く
た
び
に
珍
ら
し
け
れ
ば
ほ
と
と 

ぎ
す
い
つ
も
は
つ
音
の
こ
こ
ち
こ
そ
す
れ
（金
葉
集
二
度
本113 

永
縁
）」。
こ
の
引
歌
、 

季
に
よ
り
て
は
夏
な
り
。
ま
た
、
古
き
香
名
に
も
「は
つ
音
」 

あ
り
。
引
歌
「山
高
み
雪
ふ
る
巣
よ
り
う
ぐ
ひ
す
の
い 

   

づ
る
初
音
を
け
ふ
も
き
き
つ
る
（
後
拾
遺
集19 

大
中
臣
能
宣
）
」。
引
歌
、
季
に
と 

り
て
は
春
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
類
少
な
か
ら
ず
。
継
香
の 

時
は
、
或
い
は
そ
の
名
の
引
歌
に
付
き
て
、
春
と
も
し
、
夏
と
も 

し
、
ま
た
そ
の
名
に
よ
り
て
つ
ぎ
、
引
歌
に
か
か
わ
ら
ず
、
且
つ
ま
た
、 

前
香
に
よ
り
て
我
が
香
の
気
を
て
ん
じ
な
ど
、
彼
と 

い
い
、
こ
れ
と
云
い
、
そ
の
風
情
多
端
な
り
。
故
に
、
初
心
は
先
へ
継
ぎ
、
功 

者
は
跡
に
の
こ
る
な
り
。
蜂
谷
家
、
継
香
に
沈
外
を
焼
く
事 

を
口
伝
と
す
る
も
、
よ
し
あ
る
事
な
り
。
兎
角
、
香
の
銘
に
心 

を
留
め
よ
せ
、
和
歌
の
道
に
入
る
の
媒
と
は
、
む
べ
な
る
事
な
り
。 
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こ
の
頃
、
二
、
三
子
打
よ
り
炷
き
継
ぎ
を
せ
し
に
、
そ
の
伝
も
薄
く
、
香 

の
道
の
専
攻
も
つ
た
な
け
れ
ど
も
、
歌
道
に
心
が
け
よ 

き
人
は
、
そ
の
風
情
、
自
ず
か
ら
あ
た
れ
り
。
か
え
す
が
え
す
も
、
つ
ぎ 

香
の
風
情
は
、
連
歌
俳
諧
の
付
け
合
わ
せ
に
よ
り
て
、
ま
た
よ
ら 

ざ
る
風
情
、
専
一
と
心
得
給
う
べ
き
事
な
り
。 

   

香
道
真
伝 

 

下
終 

  

書
香
道
真
伝
後 

神
禅
の
教
え
、
吾
が
国
こ
れ
を
伝
う
る
こ
と
尚
し
。
人
皆
神
禅
の
神
禅
た

る
こ
と
を
知
り
て
、
未
だ
香
道
の
神
禅
有
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
宗

信
こ
れ
を
禅
に
し
て
、
以
て
、
そ
の
心
を
伝
え
ん
と
欲
し
、
隆
勝
こ
れ
を
神

に
し
て
、
以
て
、
そ
の
真
を
教
え
ん
と
欲
す
。
各
々
道
異
に
し
て
、
そ
の
趣

同
じ
。
こ
れ
香
の
道
た
る
な
り
。
神
禅
、
香
道
に
縁
す
る
に
非
ず
。
香
道
、

心
真
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
道
各
々
異
に
し
て
、
至
る
所
に
於
い
て
同
じ
。

こ
れ
香
の
教
え
た
る
な
り
。
蓋
し
、
建
志
が
相
師
友
よ
り
し
て
、
以
下
道

を
為
す
者
多
岐
な
り
。
各
々
横
奔
（は
し
）り
て 
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向
上
一
路
を
知
ら
ず
。
独
り
吾
兄
、
香
道
を
栖
栖
（
せ
い
せ
い
）
し
て
頗

（
す
こ
ぷ
）
る
好
み
て
玄
旨
を
得
た
り
。
故
に
、
こ
の
書
を
撰
し
、
名
づ
け
て

『
香
道
真
伝
』
と
曰
う
。
予
、
ま
た
、
そ
の
事
を
記
し
、
以
て
、
そ
の
道
、
或

い
は
こ
れ
に
由
り
て
革
（
改
）
ま
る
こ
と
有
ら
ん
こ
と
を
冀
（
こ
い
ね
が
）
う
の

み
。 

 

安
永
丙
申
初
冬
甲
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

関
忠
卿 

書 

在
判 

   

問
読
真
傳 

 

全
部
二
冊 

近
刻 

参
考
銘
香
傳 

全
部
二
冊 

近
刻 

任
任
齋
蔵
板 

尾
陽 

 
 

名
護
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
屋
吉
兵
衛 

浪
速 

 
 

心
斎
橋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
野
木
市
兵
衛 

東
都 

 
 

日
本
橋
一
町
目  

 
 

 
 

須
原
茂
兵
衛 

皇
都 

 
 

堀
川
通
仏
光
寺
下
ル 

 
 

植
村
藤
右
衛
門 

 

同 
 

 
 

五
条
橋
通
高
倉
東
上
入 

北
村
四
良
兵
衛 

梓 
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【巻
頭
跋
文
の
訓
読
案
】 

（北
）宋
の
（詩
人
）洪
芻
（こ
う
す
う
）『
香
譜
』を
撰
ず
。 

蓋
し
楽
曠
者
の
為
に
こ
れ
言
う
な
ら
ん
。 

そ
れ
炷
香
は
、
能
く
令
人
の
居
間
に
実
り
て
、
茶
窓
の
佳
友
に
し
て
文

房
の
雅
翫
な
り
。 

こ
れ
聞
く
者
、
怡
々
朗
々
（
い
い
ろ
う
ろ
う
＝
喜
び
楽
し
む
さ
ま
）
と
し

て
、
唯
、
其
の
一
美
物
を
知
る
な
り
。 

其
の
気
、
清
爽
に
し
て
、
通
ず
る
人
の
鼻
根
、
了
々
（
り
ょ
う
り
ょ
う
＝

は
っき
り
す
る
）と
し
て
汚
濁
有
ら
ず
。 

因
って
、
君
子
有
る
に
似
た
る
者
な
り
。 

然
し
て
、
其
は
こ
れ
翫
び
な
り
。 

苟
（
い
や
し
く
）
も
其
の
人
に
非
ず
ば
、
則
ち
風
流
、
虚
し
く
行
わ
れ
ざ

る
な
り
。 

昔
は
宗
信
、
香
を
立
て
始
め
、
則
ち
今
ま
た
親
卿
『
真
伝
』
こ
れ
を
為

す
。 

い
わ
ゆ
る
能
事
（の
う
じ
＝
な
す
べ
き
こ
と
）畢
ん
ぬ
。 

世
の
好
香
者
増
す
事
、
こ
こ
に
則
ち
当
を
失
わ
ず
。 

其
の
風
流
を
為
す
の
み
。 

    

令
和
六
年
二
月 

 

『香
筵
雅
遊
』 

國
井
和
裕 

 


